
阿部次郎のヨーロッパ美術紀行

言語: jpn

出版者: 明治大学人文科学研究所

公開日: 2011-04-11

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 坂上, 博一

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10291/9893URL



阿
部
次
郎
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
紀
行

明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
　
第
四
十
二
冊
（
一
九
九
七
）
二
八
一
t
二
九
五
頁

坂

上

博



282

Abstract

Jiro　Abe’s　Travel　Journal　on　European　Art

Hiroichi　SAKAGAMI

　　　　　Jiro　Abe，　who　is　considered　a　representative　of　the　School　of　Taisho　Clllture，　journeyed　to　Eu－

rope　in　May　1922（Taisho　11）．He　spent　a　year　and　a　half　visiting　museums　throughout　Europe　in　ord－

er　to　see　original　works　of　art，　Without　preconceptions，　he　had　his　own　views　specific　to　the　works　art

which　he　saw。　However，　he　was　specially　attracted　to　the　work　of　Rembrandt．　Beyond　Rembrandt’s

technique，　Jiro　could　see　the　artist’s　deep　internal　fu1且11ment　in　life．

　　　　　Through　this　journey，　Abe　learned　the　real　importance　of　art　in　our　lives，　and　his　thoughts　on

art　produced　a　positive　in且uence　on　the　study　of　Japanese　literature．
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大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
阿
部
次
郎
、
安
倍
能
成
、
小
宮
豊

隆
、
和
辻
哲
郎
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
大
正
教
養
派
と
称
せ
ら
れ
る
文
化
人
が
多
く
西

洋
に
外
遊
し
て
、
美
術
鑑
賞
を
中
心
と
し
た
文
化
体
験
を
味
わ
い
、
帰
国
後
そ
の

成
果
を
何
ら
か
の
形
で
自
ら
の
仕
事
に
反
映
さ
せ
て
行
っ
た
時
代
で
あ
る
。
さ
き

に
私
は
『
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
第
三
六
冊
』
に
「
小
宮
豊
隆
の
ロ
ー

マ
美
術
紀
行
」
と
題
し
て
、
小
宮
が
ロ
ー
マ
に
於
て
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
、
ル
ネ

サ
ン
ス
美
術
に
い
か
に
接
し
、
自
ら
の
感
受
性
を
培
っ
て
行
っ
た
か
と
い
う
事
情

を
つ
ぶ
さ
に
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
も
基
本
的
に
は
同
じ
趣
旨
に
沿
っ

て
、
阿
部
次
郎
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
美
術
鑑
賞
を
更
に
幅
広
く
辿
っ
て
行
く

こ
と
に
し
た
い
。

　
阿
部
次
郎
の
外
遊
の
概
略
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
大
正
十
一
年
五
月
十
日
に
門

司
を
出
航
、
エ
ジ
プ
ト
に
立
寄
り
、
六
月
二
十
日
マ
ル
セ
ー
ユ
に
到
着
、
パ
リ
で

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
を
見
学
す
る
な
ど
約
一
週
間
を
過
し
て
、
ド
イ
ツ
に
入
っ
た
。

ベ
ル
リ
ン
で
古
代
美
術
館
を
訪
れ
た
り
し
て
約
一
ケ
月
滞
在
の
後
、
八
月
上
旬
こ

の
外
遊
の
主
要
目
的
地
で
あ
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
移
っ
て
、
翌
大
正
十
二
年
の

初
め
ま
で
主
と
し
て
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
家
（
『
游
欧
雑
記
　
独
逸
の
巻
』
で
は
S
家
）

に
居
住
し
た
。
そ
の
後
は
ス
イ
ス
よ
り
イ
タ
リ
ア
に
入
っ
て
、
ナ
ポ
リ
か
ら
再
び

エ
ジ
プ
ト
に
ま
わ
り
、
カ
イ
ロ
、
テ
ー
ベ
を
歴
遊
、
イ
タ
リ
ア
に
戻
っ
て
、
ロ
ー

マ
、
更
に
北
部
の
ア
ッ
シ
ジ
、
ペ
ル
ー
ジ
ア
、
ア
レ
ッ
ツ
ォ
、
フ
ィ
レ
ソ
ツ
ェ
、

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
、
ミ
ラ
ノ
な
ど
の
諸
都
市
を
三
ケ
月
間
に
わ
た
っ
て
遍
歴
し
た
。
更

に
五
月
末
再
び
ド
イ
ツ
を
訪
れ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
阿
部
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
哲
学
者
リ
ッ
プ
ス
の
遺
族
に
、
ま
た
ワ
イ
マ
ー
ル
で
は
ニ
ー
チ
ェ
の
妹
に
会
っ

て
い
る
。
六
月
に
は
再
び
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
更
に
北
部
の
オ
ル
デ
ソ
ブ
ル
ク
に

行
き
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
家
の
人
々
と
懐
し
い
再
会
を
遂
げ
て
い
る
。
次
い
で
ド
レ

ス
デ
ン
の
国
立
絵
画
館
、
ベ
ル
リ
ン
の
カ
イ
ザ
ー
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
美
術
館
を

見
学
、
七
月
オ
ラ
ソ
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
に
入
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
国
立
絵
画
館

や
ハ
ー
グ
の
マ
ウ
リ
ッ
ツ
・
ホ
イ
ス
美
術
館
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
国
立
美
術
館
な

ど
を
見
学
、
次
い
で
パ
リ
に
入
り
、
連
日
の
よ
う
に
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
を
訪
れ
、

約
一
ケ
月
の
後
ロ
ン
ド
ン
に
転
じ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
大
英
博
物
館

を
見
学
、
二
十
日
近
く
滞
在
の
後
パ
リ
に
移
っ
た
が
、
関
東
大
震
災
の
報
に
接
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し
、
予
定
を
変
更
し
て
急
拠
九
月
十
一
日
マ
ル
セ
ー
ユ
を
出
発
、
神
戸
に
上
陸
し

て
十
月
二
十
日
に
東
京
に
帰
着
し
た
。
約
一
年
半
に
わ
た
る
外
遊
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
阿
部
の
行
程
の
う
ち
で
、
最
も
滞
在
期
間
の
長

く
重
要
な
意
義
を
帯
び
た
場
所
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
あ
る
。
こ
の
外
遊
の
意
義

方
針
に
つ
い
て
は
、
阿
部
自
身
『
游
欧
雑
記
　
独
逸
の
巻
』
（
昭
8
・
2
改
造
社
）

の
中
の
「
山
腹
の
家
」
と
題
す
る
章
で
、
次
の
よ
う
に
明
快
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
私
は
欧
羅
巴
に
出
か
け
る
と
き
に
、
見
学
の
一
つ
の
方
針
を
立
て
て
ゐ
た
。

　
そ
れ
は
、
そ
の
土
地
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
ぬ
も
の
を
見
、
其
処
に
住
ま
な
け
れ

　
ば
接
し
得
ぬ
生
活
に
接
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
原
則

　
は
、
私
の
学
問
と
興
味
と
の
性
質
上
、
二
つ
の
方
向
に
具
体
化
す
る
。
そ
の
一

　
つ
は
、
欧
羅
巴
の
美
術
館
を
出
来
る
だ
け
丁
寧
に
歴
訪
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ

　
う
し
て
も
う
一
つ
は
、
或
国
に
ゐ
る
あ
ひ
だ
、
許
さ
れ
た
時
間
の
大
半
を
一
つ

　
の
場
所
に
落
付
い
て
、
そ
の
国
人
の
実
際
生
活
を
味
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」

　
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
お
の
ず
か
ら
前
者
の
美
術
館
の
歴
訪
が
主
に
な
る

が
、
ド
イ
ツ
で
は
語
学
の
関
係
や
気
質
の
親
し
さ
か
ら
後
者
が
選
ば
れ
、
「
独
逸

人
が
ま
だ
独
逸
ら
し
く
生
き
、
ル
ー
タ
ー
や
ゲ
ー
テ
以
来
の
伝
統
が
猶
そ
の
力
を

失
は
ず
に
ゐ
る
場
所
」
と
し
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
が
選
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ド
イ
ツ
有
数
の
歴
史
の
古
さ
を
誇
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
は
グ

ン
ド
ル
フ
や
リ
ッ
カ
ー
ト
の
よ
う
な
著
名
な
学
者
が
い
る
が
、
阿
部
は
講
義
を
聴

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
滞
在
の
許
可
を
得
る
必
要
上
、
籍
を
大

学
に
置
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
阿
部
の
着
眼
は
「
偏
に
独
逸
の
生
活
を
内
か
ら

見
る
こ
と
の
一
点
」
に
集
中
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
よ
い
下
宿
を
探

す
こ
と
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
く
る
が
、
幸
に
し
て
阿
部
は
友
人
の
宗
教
学
者

石
原
謙
の
紹
介
に
よ
り
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
家
の
ヴ
ィ
ラ
と
い
う
、
目
的
に
か
な
う

良
い
下
宿
に
居
住
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
『
游
欧
雑
記
　
独
逸
の
巻
』

の
主
要
部
分
は
こ
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
家
（
S
家
）
の
人
々
と
の
心
の
交
流
が
中
心

に
な
っ
て
居
り
、
感
動
的
な
物
語
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
如
何
に
阿

部
に
大
き
な
感
化
を
与
え
た
か
は
、
こ
の
書
が
．
、
山
①
員
p
肉
o
霞
巴
Q
り
o
げ
≦
塑
誹
斜

α
o
ヨ
ω
亀
σ
q
①
昌
津
①
8
餌
ρ
四
①
鼠
O
葺
①
代
．
と
、
阿
部
が
滞
在
中
不
幸
に
も
病
死
し

た
こ
の
家
の
主
人
で
あ
る
「
老
友
」
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
に
デ
デ
ィ
ケ

ー
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
分
る
。
本
書
は
そ
の
他
に
も
、
第
一
次
大
戦

敗
戦
後
の
マ
ル
ク
の
大
暴
落
に
伴
う
恐
る
べ
き
イ
ソ
フ
レ
下
に
お
け
る
人
々
の
不

幸
な
実
状
、
オ
ル
テ
ソ
ブ
ル
ク
に
住
む
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
家
の
一
族
と
の
心
暖
ま
る

交
流
な
ど
精
細
に
叙
述
さ
れ
て
居
り
、
「
数
多
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
紀
行
の
中
で
も
、

一
つ
の
家
庭
の
人
々
と
こ
れ
ほ
ど
心
を
通
わ
せ
合
い
、
互
い
の
魂
を
寄
り
添
わ
せ

た
、
こ
の
よ
う
な
旅
行
記
は
そ
う
は
な
い
」
（
新
関
岳
雄
『
光
と
影
　
あ
る
阿
部

次
郎
伝
』
昭
4
4
・
1
0
　
三
省
堂
）
と
い
う
よ
う
な
類
稀
な
る
人
生
記
録
を
形
成
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
但
し
こ
の
有
意
義
な
ド
イ
ツ
体
験
は
本
書
を
辿
る
こ
と
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
し
、
ま
た
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
北
住
敏
夫
氏
の
労
作

『
阿
部
次
郎
と
斎
藤
茂
吉
　
上
』
（
昭
5
9
・
1
1
　
桜
楓
社
）
に
精
細
に
言
及
さ
れ
て

い
る
所
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
屋
上
屋
を
重
ね
る
こ
と
は
避
け
て
、
阿
部
の
目

指
し
た
も
う
一
つ
の
面
、
即
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
館
歴
訪
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
美
術
体
験
と
そ
の
意
義
を
辿
っ
て
行
く
こ
と
に
し
た

い
。

　
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
阿
部
の
外
遊
の
足
跡
は
西
欧
の
多
く
の
国
に
及
ん
で

い
る
が
、
そ
の
間
の
事
情
を
伝
え
る
公
表
さ
れ
た
文
章
は
意
外
に
少
い
。
即
ち
前

記
の
『
游
欧
雑
記
　
独
逸
の
巻
』
以
外
に
は
「
早
春
記
－
羅
馬
の
回
想
ー
」
（
「
東

京
朝
日
新
聞
」
昭
5
・
1
2
・
1
6
）
と
後
に
『
秋
窓
記
』
（
昭
1
2
・
1
0
　
岩
波
書
店
）

に
収
録
さ
れ
た
「
羅
馬
日
記
の
一
節
」
「
ア
レ
ッ
ツ
ォ
の
一
夜
」
「
四
月
の
フ
ィ
レ

ソ
ツ
ェ
」
、
他
に
エ
ジ
プ
ト
関
係
の
も
の
と
し
て
、
「
埃
及
訪
古
記
」
「
カ
イ
ロ
付

近
」
「
テ
ー
ベ
の
古
都
」
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
エ
ジ
プ
ト
関

係
の
も
の
を
除
け
ば
、
そ
の
土
地
の
印
象
と
人
間
関
係
を
主
と
し
た
体
験
を
旅
行

記
風
に
叙
述
し
た
も
の
が
多
く
、
美
術
館
歴
訪
に
よ
る
体
験
は
殆
ど
記
さ
れ
て
い

な
い
。
但
し
大
正
十
二
年
六
月
十
八
日
の
ド
レ
ス
デ
ン
到
着
後
帰
国
ま
で
の
時
期
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に
つ
い
て
は
、
か
な
り
の
分
量
の
仏
英
日
記
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
ょ

り
具
体
的
に
阿
部
の
美
術
体
験
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
ま

で
北
住
氏
の
前
記
著
書
以
外
に
殆
ど
言
及
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
仏
英
日
記
に
ょ

り
、
そ
の
体
験
の
軌
跡
を
辿
っ
て
行
き
た
い
。

ニ
ー
ド
イ
ツ

　
ド
レ
ス
デ
ン
到
着
の
翌
十
九
、
二
十
日
と
国
立
絵
画
館
を
訪
ね
る
。
そ
れ
に
つ

い
て
は
日
記
以
外
に
も
、
『
游
欧
雑
記
独
逸
の
巻
』
の
終
り
の
方
の
「
十
一

告
別
」
に
も
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
館
の
最
大
の
呼
び
物
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ

の
「
シ
ス
テ
ィ
ナ
の
マ
ド
ン
ナ
」
と
ジ
ョ
ル
ジ
オ
ー
ネ
の
「
眠
れ
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
両
者
、
特
に
前
者
に
つ
い
て
は
な
か
り
く
わ
し
い

叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ラ
フ
ァ
エ
ロ
に
対
し
て
は
、
以
前
は
「
ド
ラ
ク
ロ
ア
流

の
見
方
」
か
ら
「
熱
と
独
創
と
が
足
り
な
い
」
と
し
て
い
た
が
、
更
に
ル
ー
ブ
ル

美
術
館
で
原
画
に
接
し
た
最
初
に
は
「
色
彩
感
覚
の
鈍
さ
に
対
す
る
疑
惑
」
を
添

加
し
て
、
ラ
フ
ァ
ェ
ロ
を
レ
オ
ナ
ル
ド
や
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
傍
に
置
く
こ
と
を

拒
む
ほ
ど
低
く
評
価
し
て
い
た
が
、
イ
タ
リ
ア
で
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
肖
像
画
の
多

く
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
「
彼
の
把
握
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
大
き
さ
」
を
承
認
す

る
よ
う
に
な
り
、
今
こ
の
「
シ
ス
テ
ィ
ナ
の
マ
ド
ソ
ナ
」
の
前
に
立
っ
て
は
、
「
少

し
く
鈍
く
見
え
な
が
ら
も
お
つ
と
り
と
し
た
偉
大
を
持
っ
て
ゐ
る
」
傑
作
と
高
く

評
価
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
阿
部
の
審
美
眼
の
柔
軟
さ
を
物
語
る
も
の

で
あ
っ
て
、
同
じ
ょ
う
に
ラ
フ
ァ
エ
ロ
を
低
き
か
ら
高
き
に
見
直
し
た
小
宮
豊
隆

の
場
合
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

　
確
か
に
ラ
フ
ァ
エ
ロ
に
は
、
そ
の
よ
う
に
評
価
の
変
更
を
体
験
さ
せ
る
要
素
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
考
古
学
者
浜
田
青
陵
も
、
初
め
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と
並
べ
ら
れ
る
名
声
を
あ
や
し
ん
で
、
「
確
信
な
き
模
倣
者
、
単

な
る
色
彩
家
」
と
し
て
し
か
見
よ
う
と
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
「
マ
ド
ン
ナ
・
シ

ス
チ
ナ
」
の
前
に
立
つ
に
及
ん
で
、
そ
の
よ
う
な
見
解
が
全
く
誤
っ
て
い
た
こ
と

を
発
見
し
、
た
と
え
彼
が
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
一
歩
を
譲
る
と
し
て
も
、
ル
ネ
サ

ン
ス
の
画
家
と
し
て
他
に
及
ぶ
も
の
が
な
い
こ
と
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。
浜
田
は

イ
タ
リ
ア
絵
画
の
研
究
家
ク
ロ
ー
と
カ
ヴ
ル
カ
ゼ
ー
レ
の
言
葉
を
引
用
し
な
が

ら
、
こ
の
絵
か
ら
受
け
る
印
象
を
詳
細
に
表
現
し
、
「
こ
れ
程
崇
高
な
威
厳
を
具

え
た
聖
母
を
未
だ
嘗
て
見
た
こ
と
は
な
い
」
「
こ
の
作
品
が
た
だ
一
つ
あ
る
に
由

つ
て
も
、
彼
は
復
興
期
の
大
巨
匠
た
る
名
を
獲
得
す
る
に
十
分
で
あ
つ
た
」
（
「
マ

ド
ソ
ナ
・
シ
ス
チ
ナ
」
昭
4
・
1
1
『
徳
雲
』
昭
2
2
・
1
1
　
『
青
陵
随
筆
』
所
収
）

と
激
賞
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
古
来
か
ら
最
も
完
成
さ
れ
た
古
典
様
式
を
具
え

た
最
も
美
し
い
表
現
と
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
こ
の
作
品
に
対
す
る
浜
田
の
見
方

は
妥
当
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
絵
を
「
す
ぐ
底
が
見
え
て

有
名
な
割
に
つ
ま
ら
ぬ
」
（
『
カ
ナ
の
饗
宴
』
昭
2
1
・
1
2
　
美
術
出
版
社
）
と
一
刀

両
断
に
切
り
捨
て
て
い
る
大
久
保
泰
の
よ
う
な
手
厳
し
い
評
価
も
あ
る
の
で
、
絵

の
見
方
は
人
さ
ま
ざ
ま
で
面
白
い
。

　
そ
れ
は
さ
て
お
き
阿
部
の
場
合
に
戻
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
評
価
の
変
化
の
例
と

し
て
は
コ
レ
ッ
ジ
オ
に
対
す
る
場
合
も
あ
る
。
阿
部
は
か
つ
て
彼
の
絵
を
写
真
で

見
て
そ
の
「
思
は
せ
ぶ
り
な
軽
薄
ら
し
い
ポ
ー
ズ
」
を
嫌
っ
て
い
た
が
、
各
地
で

彼
の
絵
を
見
て
色
調
に
驚
嘆
し
、
あ
た
か
も
春
信
の
よ
う
に
「
洗
練
さ
れ
た
「
味
」

な
色
調
の
中
に
好
色
の
心
を
包
ん
で
行
く
と
こ
ろ
に
」
趣
を
見
出
す
よ
う
に
な
っ

た
と
言
い
、
し
か
し
や
は
り
「
味
で
は
あ
る
が
深
味
を
欠
く
把
握
」
が
物
足
り
な

い
と
評
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
こ
の
館
の
至
宝
と
も
い
う
べ
き
ジ
ョ
ル
ジ
ォ
ー

ネ
の
「
眠
れ
る
ヴ
ヌ
ス
」
の
「
落
付
い
た
上
品
さ
」
「
深
い
清
浄
な
静
け
さ
」
に

遠
く
及
ば
な
い
と
見
る
の
で
あ
る
。
妥
当
な
見
解
と
い
う
他
な
い
。

　
こ
の
絵
画
館
に
は
ま
た
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
を
初
め
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
派
の
絵
画

も
数
多
く
あ
っ
た
。
レ
ン
プ
ラ
ソ
ト
は
白
樺
派
を
初
め
と
し
て
大
正
期
の
多
く
の

芸
術
家
を
魅
了
し
た
画
家
で
あ
る
が
、
北
住
敏
夫
氏
も
前
記
著
書
で
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
阿
部
も
か
つ
て
、
『
思
潮
』
（
大
7
・
1
0
）
の
口
絵
の
「
ヘ
ン
ド
リ
ケ
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・
ス
ト
ツ
フ
ェ
ル
ス
」
の
解
説
で
、
「
彼
の
対
象
に
対
す
る
愛
、
そ
の
対
象
の
内

面
を
掴
む
精
神
的
の
深
さ
、
彼
の
画
法
の
明
暗
の
効
果
等
は
、
こ
の
一
枚
の
絵
に

よ
つ
て
も
略
々
窺
ひ
知
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
」
（
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
こ
と
）

と
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
に
敬
愛
の
念
を
捧
げ
て
い
た
が
、
今
や
原
画
を
見
れ
ば
見
る

ほ
ど
、
こ
の
敬
愛
の
感
情
が
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
絵
画
館
で
は

レ
ン
ブ
ラ
ソ
ト
の
代
表
作
の
一
つ
「
ガ
ニ
ュ
メ
ー
ド
」
を
ゲ
ー
テ
の
同
題
の
詩
と

比
較
し
て
い
る
。
ゲ
ー
テ
の
「
ガ
ニ
ュ
メ
ー
ド
」
は
「
す
べ
て
を
愛
す
る
父
の
方

へ
心
か
ら
あ
こ
が
れ
の
ぼ
つ
て
行
く
」
の
に
対
し
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
方
は
ギ
リ

シ
ャ
神
話
そ
の
ま
ま
に
、
自
分
の
美
を
も
使
命
を
も
自
覚
せ
ず
、
恐
怖
に
泣
き
叫

び
な
が
ら
ゼ
ウ
ス
の
鷲
に
さ
ら
わ
れ
て
空
高
く
運
ば
れ
て
行
く
無
邪
気
な
子
供
が

描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
こ
こ
に
は
使
命
の
来
訪
の
二
種
の
様
式
が

あ
る
の
で
あ
り
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
絵
か
ら
引
出
せ
る
の
は
、
「
遁
れ
む
と
し
て

遁
れ
得
ぬ
使
命
に
撰
ま
れ
て
、
自
ら
の
意
志
に
反
し
て
こ
れ
に
服
従
す
る
と
き
、

我
々
は
幼
き
ガ
ニ
ユ
メ
ー
ド
の
や
う
に
泣
き
叫
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
考
察
を
推
し
進
め
て
行
け
ば
、
「
愛
の
欠
乏
こ

そ
ま
や
か
し
の
使
命
の
乗
ず
べ
き
罐
隙
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
「
倫
理
的
反
省
」

に
導
く
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
や
や
分
り
に
く
い
表
現
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

も
倫
理
学
徒
と
し
て
の
阿
部
ら
し
い
見
方
が
出
て
い
よ
う
。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
更
に
そ
の
後
の
各
地
、
特
に
本
拠
地
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
訪
れ
た
時
、

精
緻
な
考
察
が
凝
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
六
月
二
十
日
、
ド
レ
ス
デ
ン
よ
り
再
び
ベ
ル
リ
ン
に
入
り
、
翌
日
か
ら
こ
の
地

の
カ
イ
ザ
ー
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
美
術
館
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
ド

イ
ツ
文
学
者
林
久
男
、
小
宮
豊
隆
、
美
術
史
家
児
島
喜
久
雄
な
ど
の
旧
知
の
訪
問

を
受
け
た
り
、
宗
教
学
者
鈴
木
宗
忠
、
歴
史
学
者
村
岡
典
嗣
な
ど
と
も
遭
遇
す

る
。
こ
れ
ら
大
正
文
化
人
の
交
流
の
一
端
が
偲
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
美

術
館
で
阿
部
は
「
前
に
見
た
時
よ
り
注
意
の
範
囲
が
広
く
な
り
判
断
が
当
否
如
何

は
知
ら
ず
は
つ
き
り
し
て
来
た
こ
と
」
を
感
じ
、
何
人
か
の
画
家
に
対
し
て
は
っ

き
り
し
た
判
断
を
下
し
て
い
る
。
即
ち
前
に
嫌
っ
て
い
た
伝
レ
オ
ナ
ル
ド
の
「
復

活
」
の
衣
物
や
背
景
に
部
分
的
な
良
さ
を
発
見
し
た
り
、
前
に
注
目
し
な
か
っ
た

シ
ニ
ョ
レ
リ
の
絵
に
注
目
し
た
り
、
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
を
評
価
し
た
り
し
て
い
る
。

し
か
し
や
は
り
分
け
て
も
阿
部
の
心
を
と
ら
え
た
の
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
で
あ
っ

た
。
彼
に
つ
い
て
は
「
自
画
像
や
国
9
α
q
犀
Φ
ω
8
留
δ
（
立
っ
て
ゐ
る
も
の
）

や
兜
か
ぶ
り
の
男
や
↓
o
玄
器
巷
ユ
国
口
σ
q
δ
や
そ
の
他
の
も
の
が
皆
深
い
H
巨
σ
q
な

世
界
に
心
を
誘
つ
て
行
く
」
と
述
べ
て
い
る
。
因
み
に
「
兜
か
ぶ
り
の
男
」
は
こ

の
美
術
館
を
訪
れ
て
こ
の
絵
を
見
て
感
動
し
た
斎
藤
茂
吉
が
後
に
『
ア
ラ
ラ
ギ
』

の
表
紙
に
取
上
げ
て
、
「
こ
の
た
だ
ひ
と
り
の
人
物
か
ら
放
射
し
て
来
る
も
の
は

な
ほ
尽
き
ざ
る
、
「
生
成
の
流
動
」
感
で
あ
る
」
と
や
は
り
そ
の
内
面
性
に
注
目

し
て
い
る
。三

ー
オ
ラ
ン
ダ

　
六
月
二
十
六
日
ベ
ル
リ
ン
出
発
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
に
到
着
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ

家
の
一
族
と
懐
か
し
い
再
会
を
果
し
て
、
七
月
三
日
ま
で
同
地
に
滞
在
、
こ
の
あ

た
り
の
人
間
的
交
流
は
『
游
欧
雑
記
　
独
逸
の
巻
』
に
詳
し
い
が
、
遂
に
後
髪
を

引
か
れ
る
よ
う
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
入
り
、
「
敬
愛
す
る
レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
の
町
」
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
到
着
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
敬
愛
」
の
語

に
、
阿
部
の
レ
ン
ブ
ラ
ソ
ト
に
対
す
る
思
い
は
遺
憾
な
く
現
れ
て
い
る
が
、
翌
日

午
後
早
速
国
立
美
術
館
を
訪
れ
、
レ
ン
ブ
ラ
ソ
ト
に
対
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ま
で
数
々
の
レ
ン
ブ
ラ
ソ
ト
を
見
て
き
た
阿
部
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
改
め
て
レ

ン
ブ
ラ
ン
ト
が
「
如
何
に
和
蘭
の
土
に
根
ざ
し
て
ゐ
る
か
、
さ
う
し
て
如
何
に
和

蘭
の
画
に
影
響
し
た
か
、
前
か
ら
他
処
の
竃
ロ
ω
o
q
B
で
感
じ
て
ゐ
た
こ
と
が
此

処
で
益
々
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
を
覚
え
」
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
「
光
と
い
ふ

も
の
の
神
秘
的
意
義
を
理
解
す
る
点
に
於
い
て
」
レ
オ
ナ
ル
ド
以
後
の
第
一
人
者

と
高
く
評
価
し
、
こ
の
美
術
館
の
最
大
の
呼
び
物
と
も
い
う
べ
き
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
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阿部次郎のヨーロッパ美術紀行

の
「
夜
警
」
に
つ
い
て
は
細
か
く
鑑
賞
し
て
い
る
。
ま
ず
「
掴
み
方
の
大
様
で
自

在
で
而
も
行
渡
つ
て
ゐ
る
」
の
に
感
心
し
、
個
々
の
人
物
像
に
対
す
る
光
と
影
や

明
暗
の
効
果
に
言
及
し
、
「
そ
の
冒
昌
⑦
臣
o
莫
①
津
の
深
さ
は
彼
自
身
の
途
に
於
い

て
い
δ
昌
母
α
o
と
深
さ
を
争
ふ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
」
と
讃
美
し
て
い
る
。

し
か
し
自
己
に
正
直
な
阿
部
は
こ
の
絵
に
つ
い
て
も
、
人
物
群
像
の
下
に
遥
か
に

遠
く
広
原
や
遠
山
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
が
、
一
行
の
状
況
か
ら
し
て
も
こ
う

い
う
も
の
が
見
え
る
は
ず
が
な
い
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
疑
問
を
解
く
す

べ
は
な
い
が
、
ま
こ
と
に
細
か
い
観
察
か
ら
生
じ
た
疑
問
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　
因
み
に
レ
ソ
ブ
ラ
ソ
ト
の
代
表
作
で
あ
る
こ
の
「
夜
警
」
に
つ
い
て
は
、
安
倍

能
成
に
委
曲
を
尽
し
た
言
が
あ
る
。
大
正
十
四
年
に
こ
の
館
を
訪
れ
た
安
倍
は

「　

髞
ﾔ
」
の
大
作
を
見
得
た
こ
と
は
、
何
と
い
ふ
幸
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
、
「
素

直
な
光
の
中
に
置
か
れ
た
…
…
汲
め
ど
も
尽
き
ぬ
味
を
有
す
る
」
と
し
、
ま
た
「
織

物
組
合
幹
部
」
の
肖
像
画
に
対
し
て
、
「
複
雑
な
明
暗
の
交
錯
か
ら
成
る
不
思
議

の
世
界
」
（
「
オ
ラ
ン
ダ
の
旅
」
『
思
想
』
昭
5
・
9
、
後
に
『
西
遊
抄
』
昭
1
9
．

7
　
小
山
書
店
に
収
録
）
を
見
て
い
る
。
所
で
「
夜
警
」
は
か
な
り
謎
を
秘
め
た

分
り
に
く
い
所
が
あ
る
画
で
も
あ
る
。
二
人
の
主
要
人
物
以
外
の
二
十
数
人
の
姿

は
暗
い
背
景
の
中
に
溶
け
こ
ん
で
居
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
は
ば
ら
ば
ら
で
、
ま

と
ま
り
が
な
い
と
言
え
ば
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
安
倍
も
率
直
に
何
を
描
い
た
か
分

ら
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
こ
の
絵
の
中
に
「
奪
ふ
べ
か
ら
ざ
る
実
在
性
」
を
発
見

し
、
「
空
想
的
な
ロ
マ
ソ
テ
イ
ツ
ク
な
世
界
を
現
実
の
世
と
化
す
る
そ
の
表
現
力
」

に
驚
い
て
い
る
。
そ
う
し
て
「
織
物
組
合
幹
部
」
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
対
し
て
、
こ

の
絵
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
見
出
し
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
中
に
は
こ
の
二
つ
の

世
界
が
融
合
し
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
安
倍
の
こ
の
捉
え
方
も
ま
こ
と
に
当

を
得
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
安
倍
も
ま
た
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
傾
倒
に
お
い
て

は
人
後
に
落
ち
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
何
の
た
め
に
オ
ラ
ン
ダ
へ
行
く
の

か
と
い
う
自
問
に
対
し
て
、
明
瞭
な
目
的
の
一
つ
と
し
て
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
絵
を

見
る
た
め
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
は
分
る
。
こ
れ
ま
で
も
各
地

で
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
絵
を
か
な
り
見
て
来
た
安
倍
で
あ
っ
た
が
、
「
解
剖
」
「
夜
番
」

「
織
物
組
合
幹
部
」
を
見
る
機
会
を
逸
す
る
こ
と
は
何
よ
り
も
残
念
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
こ
こ
で
「
織
物
組
合
幹
部
」
と
「
夜
番
」
と
い
う
双
壁
と
も

い
う
べ
き
大
作
を
見
得
た
時
の
感
激
は
率
直
に
流
露
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
武
者
小
路
実
篤
も
レ
ン
ブ
ラ
ソ
ト
に
取
り
愚
か
れ
た
一
人
で
あ
っ
た
。
阿
部
や

安
倍
よ
り
は
る
か
後
年
の
昭
和
十
一
年
に
こ
の
館
を
訪
れ
た
武
老
小
路
は
「
夜
番
」

が
予
想
以
上
の
大
作
で
あ
っ
て
、
「
力
の
偉
大
さ
」
を
有
す
る
作
で
あ
る
こ
と
に

率
直
に
驚
嘆
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
作
品
を
丁
寧
に
分
析
し
、
「
画
か
ら
は
つ

き
り
し
た
概
念
は
得
ら
れ
な
い
。
し
か
し
全
体
が
不
思
議
に
一
つ
の
音
楽
を
奏
し

て
ゐ
る
偉
大
な
劇
的
シ
ー
ソ
を
あ
ら
は
し
て
ゐ
る
と
も
言
へ
る
。
」
と
評
し
、
こ

の
絵
に
無
類
の
「
調
子
の
高
さ
」
を
認
め
て
い
る
。
（
「
レ
ソ
ブ
ラ
ソ
ト
其
他
」
昭

1
1
・
1
0
『
文
芸
春
秋
』
）

　
阿
部
は
安
倍
の
心
を
深
く
捉
え
た
「
織
物
組
合
幹
部
」
に
関
し
て
は
何
も
述
べ

て
い
な
い
が
、
「
ユ
ダ
ヤ
の
花
嫁
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
背
景
の
「
意
味
」
は
ま

だ
わ
か
ら
な
い
、
あ
の
中
に
あ
る
調
和
と
生
命
は
ま
だ
自
分
に
は
の
み
こ
め
な
い

と
述
べ
、
損
じ
た
か
或
い
は
未
完
成
か
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
絵
に
つ
い

て
は
、
さ
き
に
拙
稿
「
有
島
武
郎
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
紀
行
（
四
）
」
（
『
明
治
大
学
教

養
論
集
』
一
九
九
一
・
三
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
か
つ
て
有
島
武
郎
も
未
完
成
で

想
像
的
能
力
の
欠
如
を
語
る
も
の
と
阿
部
と
軌
を
一
に
し
た
否
定
的
評
価
を
し
て

い
る
が
、
こ
の
絵
に
は
そ
う
思
わ
せ
る
も
の
も
存
在
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
そ
の
内
面
性
の
輝
か
し
さ
に
つ
い
て
は
、
武
者
小
路
実
篤
が
無
類
の
描
写
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

を
持
つ
「
織
物
組
合
幹
事
」
以
上
に
絶
讃
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
こ
の
館
で
阿
部

が
ほ
か
に
心
を
惹
か
れ
た
絵
に
は
ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス
テ
ン
、
オ
ス
タ
ー
デ
、
ボ
ッ
シ

ュ
の
も
の
等
が
あ
っ
た
。

　
翌
日
は
レ
ソ
ブ
ラ
ソ
ト
が
生
涯
を
終
え
た
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
．
ハ
ウ
ス
訪
問
で
あ

る
。
こ
こ
に
沢
山
残
さ
れ
て
い
る
彼
の
エ
ッ
チ
ソ
グ
に
は
緑
の
美
し
さ
と
モ
ノ
ク

ロ
ム
に
お
け
る
明
暗
法
の
含
蓄
の
美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
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こ
こ
に
は
レ
ン
ブ
ラ
ソ
ト
と
イ
タ
リ
ア
の
関
係
を
示
唆
す
る
よ
う
な
、
マ
ン
テ
ー

ニ
ャ
の
ピ
エ
タ
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
脳
解
剖
の
図
が
あ
っ
た
。
そ
の
屍
髄
の
姿
勢

は
ピ
エ
タ
の
桃
色
が
か
っ
た
彫
り
の
高
貴
さ
に
対
し
、
青
と
黒
の
物
凄
さ
が
目
立

っ
て
い
る
が
、
そ
の
把
握
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
単
な
る
深
刻
さ
か
ら
救
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
と
の
比
較
と
い
う
観
点
は
、
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
の
も
う
一
つ
の
特
色
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
再
び
国
立
博

物
館
に
寄
り
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
や
オ
ラ
ン
ダ
派
の
絵
を
見
直
し
て
、
こ
の
日
は
終

る
。　

翌
七
月
六
日
は
ハ
ー
グ
行
き
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
無
論
マ
ウ
リ
ッ
ツ
ハ
イ
ス

美
術
館
に
行
っ
て
レ
ン
ブ
ラ
ソ
ト
を
見
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

へ
の
思
い
は
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
部
屋
に
入
る
ま
で
は
気
が
気
で
な
く
、
二
階
の

「
》
口
讐
o
日
δ
」
の
部
屋
に
入
っ
て
よ
う
や
く
腰
を
落
ち
着
け
る
と
の
言
葉
に
よ
っ

て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
若
年
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
名
を
一
躍
高
か
ら
し
め
た

「
テ
ユ
ル
プ
博
士
の
解
剖
学
講
義
」
は
多
く
の
讃
辞
に
包
ま
れ
て
い
る
が
、
阿
部

も
想
像
以
上
の
傑
作
、
「
偉
大
な
単
純
と
澄
明
と
を
持
つ
た
作
」
と
し
て
、
特
に

黒
と
白
と
の
色
彩
の
対
照
と
調
和
、
対
象
の
把
握
の
し
方
の
大
き
さ
に
重
点
を
置

い
て
具
体
的
に
考
察
し
て
い
る
。
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
絵
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い

た
対
象
の
把
握
の
し
方
の
大
き
さ
が
絵
画
に
対
す
る
阿
部
の
評
価
の
一
つ
の
基
準

を
な
し
て
い
る
と
は
、
北
住
氏
の
言
う
通
り
で
あ
ろ
う
。
阿
部
は
こ
こ
に
お
け
る

「
大
き
く
を
さ
ま
つ
た
澄
み
切
っ
た
黒
」
を
「
芝
冨
ω
Φ
口
ω
o
げ
臥
島
o
ゴ
①
「
O
Φ
一
ω
什
の
権

化
の
や
う
な
静
か
な
落
付
い
た
は
つ
き
り
し
た
黒
」
と
見
な
し
た
が
、
こ
の
絵
の

構
図
を
精
細
に
考
察
し
、
こ
の
絵
の
主
題
を
「
科
学
に
対
す
る
情
熱
」
と
規
定
し

た
の
は
、
昭
和
十
四
年
五
月
に
こ
の
館
を
訪
れ
た
野
上
豊
一
郎
で
あ
る
。
野
上
は

一
人
の
死
ん
だ
男
と
七
人
の
生
き
て
い
る
男
と
の
対
照
に
つ
い
て
こ
ま
か
く
述
べ

な
が
ら
、
「
生
命
の
な
い
青
白
い
肉
塊
が
中
心
で
は
な
く
、
冷
静
な
教
授
の
唇
の

間
か
ら
漏
れ
て
首
を
集
め
て
い
る
人
た
ち
が
耳
に
入
つ
て
行
く
理
知
の
言
葉
が
中

心
で
あ
る
。
」
（
「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
国
」
『
西
洋
見
学
』
昭
1
6
・
9
、
日
本
評
論
社
）

と
的
確
な
判
断
を
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
と
同
時
に
こ
の
館
を
訪
れ
た

と
思
わ
れ
る
夫
人
弥
生
子
も
、
こ
の
「
画
面
に
醸
し
だ
さ
れ
て
い
る
厳
粛
で
、
冷

静
で
、
誇
張
の
な
い
、
自
然
な
科
学
的
雰
囲
気
」
を
彼
の
作
品
の
本
質
と
し
て
、

レ
ソ
ブ
ラ
ン
ト
は
「
肉
の
描
写
で
絵
画
の
科
学
を
創
造
し
た
と
云
へ
な
い
だ
ら
う

か
。
」
（
「
オ
ラ
ン
ダ
の
三
日
」
『
欧
米
の
旅
　
下
』
昭
1
8
・
6
、
岩
波
書
店
）
と
述

べ
て
い
る
が
、
殆
ど
軌
を
一
に
し
た
表
現
で
あ
り
、
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け

る
科
学
的
合
理
主
義
の
勃
興
を
見
通
し
た
す
ぐ
れ
た
考
察
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。　

他
に
も
阿
部
を
惹
き
つ
け
た
レ
ソ
ブ
ラ
ン
ト
は
無
論
数
々
あ
っ
た
。
「
団
o
日
臼

と
称
せ
ら
る
x
老
人
の
像
」
や
「
ω
9
巳
ロ
昌
α
∪
零
置
①
（
ダ
ビ
デ
の
琴
を
聴
く
サ

ウ
ル
）
」
「
二
人
の
蜜
σ
q
卑
」
等
で
あ
る
。
老
人
像
に
お
い
て
は
光
と
色
と
タ
ッ
チ

と
の
無
限
の
戯
れ
、
変
化
に
注
意
し
、
光
の
不
思
議
さ
に
対
し
て
コ
涙
ぐ
ま
れ
る

ほ
ど
敬
凄
と
礼
拝
と
の
感
情
を
喚
起
す
る
絵
で
あ
る
。
」
と
評
し
て
い
る
。
ま
た

他
の
二
枚
の
絵
に
つ
い
て
も
深
い
感
情
を
誘
わ
れ
て
、
「
こ
れ
等
の
絵
を
見
て

閏
口
日
餌
ロ
評
団
に
対
す
る
愛
と
敬
慶
と
を
感
ぜ
ぬ
者
は
木
石
で
あ
る
。
」
と
ま
で
言

い
切
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
阿
部
が
芸
術
に
何
を
求
め
て
い
る
か
が
よ
く
分
る
所

で
あ
る
。
も
と
も
と
阿
部
は
単
な
る
耽
美
の
徒
で
は
な
い
。
リ
ッ
プ
ス
の
倫
理
学

と
美
学
に
導
か
れ
て
哲
学
研
究
を
開
始
し
た
彼
に
と
っ
て
、
両
者
の
融
合
を
図
る

こ
と
は
終
生
の
課
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
抽
象
的
な
思
考
に
よ
る
だ
け
で
な

く
、
こ
の
よ
う
な
具
象
の
芸
術
に
よ
っ
て
も
開
眼
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
阿
部
が

こ
の
よ
う
に
偏
執
に
も
近
い
ほ
ど
レ
ン
ブ
ラ
ソ
ト
に
惹
か
れ
た
根
源
的
理
由
は
そ

こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
厳
粛
荘
重
の
み

の
画
家
で
は
な
い
。
彼
の
数
々
の
自
画
像
に
は
明
朗
快
活
の
も
の
、
匠
気
に
富
ん

だ
も
の
も
あ
る
が
、
阿
部
は
そ
の
よ
う
な
面
も
見
逃
し
て
は
い
な
い
。
他
に
も
ヤ

ソ
・
ス
テ
ー
ン
や
ル
ー
ベ
ン
ス
も
あ
っ
た
が
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
を
見
た
後
で
は
精

彩
を
欠
く
の
で
あ
っ
た
。
汚
く
貧
乏
臭
い
ハ
ー
グ
の
町
は
阿
部
に
は
気
に
入
ら
な

か
っ
た
が
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
を
見
た
だ
け
で
も
来
た
甲
斐
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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阿部次郎のヨーロヅパ美術紀行

　
ハ
ー
グ
で
他
に
見
る
べ
き
も
の
と
し
て
は
メ
ス
ダ
フ
美
術
館
ぐ
ら
い
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
海
洋
画
家
メ
ス
ダ
フ
の
作
品
と
彼
が
収
集
し
た
絵
画
な
ど
を
主
と
し
た

美
術
館
で
あ
る
が
、
か
な
り
粒
よ
り
の
も
の
が
揃
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
コ
ロ
ー

と
ク
ー
ル
ベ
に
心
を
惹
か
れ
た
。
阿
部
は
ク
ー
ル
ベ
の
絵
を
「
人
知
ら
ぬ
巖
蔭
に

深
く
湛
へ
て
い
る
潭
の
や
う
な
感
じ
の
も
の
」
と
評
し
て
い
る
。

四
ー
ベ
ル
ギ
ー

　
七
月
八
日
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
に
入
る
。
わ
ず
か
一
ま
た
ぎ
の
距
離
で

あ
る
が
、
オ
ラ
ソ
ダ
と
ベ
ル
ギ
ー
の
間
に
は
大
戦
に
参
加
し
た
国
と
し
な
い
国
と

の
差
別
が
自
然
に
目
に
つ
く
の
で
あ
る
。
即
ち
オ
ラ
ン
ダ
で
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
し
て
も
ハ
ー
グ
に
し
て
も
、
疲
弊
し
て
ガ
タ
ガ
タ
し
て
い
る
感
じ
は
な
い
が
、

ベ
ル
ギ
ー
に
入
る
と
そ
れ
が
感
じ
ら
れ
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
も
油
が
切
れ
た
よ
う

に
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。
翌
日
早
速
国
立
美
術
館
に
出
か
け
る
が
、
レ
ン
ブ
ラ

ソ
ト
に
く
ら
べ
る
と
、
ル
ー
ベ
ソ
ス
は
あ
ま
り
気
に
入
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
ル
ー
ベ
ン
ス
の
黒
人
を
描
い
た
絵
に
対
し
て
阿
部
は
、
ル
ー
ベ
ン
ス
は
変
な

顔
を
し
た
人
間
を
面
白
が
っ
て
描
い
て
い
る
、
そ
こ
に
一
種
の
快
活
さ
と
優
越
感

が
あ
る
が
、
レ
ソ
ブ
ラ
ソ
ト
に
見
る
よ
う
な
真
摯
さ
と
憂
愁
の
念
や
人
間
に
対
す

る
畏
敬
と
愛
が
な
い
と
見
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ル
ー
ベ
ン
ス
の
絵
は
容
易
に
カ

リ
カ
チ
ュ
ア
に
瀕
し
た
も
の
と
な
る
と
断
じ
て
い
る
が
、
こ
の
考
察
は
ま
こ
と
に

倫
理
学
徒
の
阿
部
ら
し
く
鋭
い
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
レ
ソ

ブ
ラ
ソ
ト
に
傾
倒
す
る
あ
ま
り
、
ル
ー
ベ
ソ
ス
に
対
し
て
や
や
一
面
的
で
苛
酷
な

評
価
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
館
の
ル
ー
ベ
ン
ス
の
厳
粛
荘
重
な
「
聖
リ
ヴ
ィ
ナ

ス
の
殉
教
」
や
「
十
字
架
の
道
行
き
」
な
ど
に
も
そ
う
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
こ
の
館
の
至
宝
と
も
い
う
べ
き
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
絵
に
一
言
も
な
い
の
は
や

や
不
審
で
あ
る
。

　
彫
刻
で
は
ム
ー
ニ
エ
を
賞
讃
し
て
居
り
、
彼
の
社
会
主
義
的
思
想
が
熱
と
力
と

芸
術
感
覚
を
以
て
作
品
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
更
に
や
や
意
外
に
思

え
る
の
は
、
ロ
ダ
ソ
よ
り
も
ム
ー
ニ
エ
に
対
し
て
愛
情
を
捧
げ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
「
自
分
は
図
o
α
冒
よ
り
も
こ
の
人
の
作
品
を
愛
す
る
。
腹
の
底
の
冷
た
さ
と
外

　
に
あ
ら
は
れ
る
勺
o
ω
①
と
は
図
o
象
口
の
≦
「
巳
o
ω
詳
9
、
叶
か
ら
第
一
義
の
深
さ
を

　
奪
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
日
5
8
お
簿
P
肉
ロ
σ
o
昌
9
図
o
α
冒
－
此
等
の
人
は

　
あ
ま
り
に
達
者
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
力
量
に
任
せ
す
ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
さ

　
う
し
て
こ
の
類
の
人
の
作
品
で
肖
像
に
割
合
に
い
玉
も
の
が
あ
る
こ
と
も
偶
然

　
な
ら
ぬ
現
象
と
し
て
考
察
に
価
す
る
と
思
ふ
。
」

　
「
ロ
ダ
ン
以
前
に
、
ロ
ダ
ン
の
や
う
な
彫
刻
家
は
ゐ
な
か
つ
た
と
思
ふ
」
（
「
ミ

ケ
ル
ア
ン
ゼ
ロ
以
後
の
大
彫
刻
家
」
、
昭
1
5
・
6
『
湖
畔
の
画
商
』
甲
鳥
書
林
）

と
絶
讃
し
た
武
者
小
路
実
篤
を
初
め
と
す
る
『
白
樺
』
同
人
た
ち
の
ロ
ダ
ン
崇
拝

を
思
い
合
わ
せ
れ
ば
、
論
の
是
非
は
と
も
か
く
ま
こ
と
に
ユ
ニ
ー
ク
な
見
解
と
言

え
よ
う
。
ま
た
こ
こ
で
、
グ
レ
コ
、
ボ
ッ
サ
ー
ノ
、
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
を
比
較

し
、
グ
レ
コ
一
人
が
第
一
義
の
も
の
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
他
の

二
人
に
欠
け
て
い
る
宗
教
性
を
彼
が
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
し
て
い
る
が
、
首
肯

出
来
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
日
ま
た
広
場
や
大
通
り
を
散
歩
す
る
が
、
こ
の
街
は
表
面
的
に
は
美
し
く

見
え
て
も
生
命
力
に
欠
け
て
い
る
と
阿
部
は
見
る
の
で
あ
る
。
勿
論
そ
れ
は
す
べ

て
戦
争
に
よ
る
災
、
フ
ラ
ン
ス
に
引
き
ず
ら
れ
て
行
っ
た
結
果
に
よ
る
た
め
な
の

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
眼
で
見
た
場
合
、
グ
ラ
ソ
・
プ
ラ
ス
も
そ
の
周
辺
の
建
物

も
、
中
世
的
な
部
分
が
残
っ
て
い
る
部
分
だ
け
が
面
白
い
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
近

代
美
術
館
に
も
コ
ロ
ー
、
ク
ー
ル
ベ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ソ
等
が
あ
っ
た
が
大
し
て
気
に

入
ら
ず
、
結
局
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
は
阿
部
の
希
望
を
そ
れ
ほ
ど
叶
え
て
く
れ
る
街
で

は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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七
月
十
日
、
遂
に
パ
リ
に
入
る
。
こ
の
時
期
の
パ
リ
に
は
か
な
り
阿
部
の
旧
知

が
居
り
、
彼
等
と
行
動
を
共
に
し
、
往
来
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
即

ち
、
美
術
史
家
福
井
利
吉
郎
、
矢
崎
美
盛
、
坂
崎
坦
、
ド
イ
ツ
文
学
者
小
牧
健

夫
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
成
瀬
正
一
、
画
家
小
島
善
太
郎
、
正
宗
得
三
郎
、
医
学
者

太
田
正
雄
（
木
下
杢
太
郎
）
、
湖
沼
学
者
田
中
阿
歌
麿
、
朝
日
新
聞
社
員
上
野
精

一、

蜻
?
ｯ
僚
関
場
偵
次
、
外
交
官
杉
村
陽
太
郎
等
で
あ
る
。

　
七
月
十
三
日
、
懸
案
の
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
訪
問
で
あ
る
。
こ
の
日
は
単
な
る
気

分
な
ら
し
で
あ
っ
た
が
、
十
七
日
か
ら
約
十
日
間
殆
ど
連
日
の
ル
ー
ブ
ル
行
き
で

あ
っ
た
。
こ
の
当
時
美
術
家
以
外
に
恐
ら
く
こ
れ
程
連
日
ル
ー
ブ
ル
に
通
い
つ
め

た
日
本
人
は
居
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
改
め
て
阿
部
の
美
術
へ
の
執
心

の
強
さ
が
思
い
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
や
は
り
こ
こ
で
も
ま
ず
レ
ン
ブ
ラ
ソ
ト

に
強
く
惹
か
れ
、
七
月
十
八
日
の
日
記
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
幻
o
日
σ
冨
口
会
の
絵
で
U
霧
竃
巴
9
ω
畠
①
が
＝
①
σ
ρ
図
巴
α
q
δ
ω
惹
戸
U
Φ
巳
葺

　
等
の
高
級
な
勺
臼
ω
O
巳
凶
o
げ
な
感
情
の
表
出
に
仕
へ
而
も
此
等
の
感
情
が
∪
器

　
竃
巴
o
「
冨
o
げ
①
を
通
し
て
表
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
考
え
る
。
目
N
冨
昌
の
偉
大
を

　
以
て
し
て
も
図
o
日
げ
餌
ロ
鼻
の
や
う
に
深
く
吾
々
の
勺
巽
ω
O
巳
8
冥
o
騨
に
訴
へ

　
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
此
点
の
相
違
に
あ
る
で
あ
ら
う
。
最
良
の
意
味
に
於

　
て
ユ
鋤
ω
い
陣
8
轟
「
δ
o
げ
o
と
自
霧
竃
巴
臼
冨
o
げ
①
と
の
く
臼
ω
o
げ
ヨ
o
冒
§
α
q
で
あ
る
。

　
切
O
o
匪
ロ
や
ω
ε
磨
な
ど
と
は
全
然
位
を
異
に
し
た
意
味
に
於
い
て
＝
8
『
－

　
母
δ
o
げ
な
の
で
あ
る
。
」

　
そ
し
て
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ン
と
比
較
し
て
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ン
に
は
「
光
と
色
と
形
と
に

対
す
る
深
い
愛
」
が
あ
る
が
、
「
人
格
に
対
す
る
愛
、
聞
冨
h
霞
0
9

＝
o
o
冨
o
耳
巨
σ
q
”
∪
①
目
暮
」
な
ど
を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
、
そ
こ
に
両
者
の
相

違
が
あ
る
と
見
る
の
で
あ
る
。
さ
き
に
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
ル
ー
ベ
ン
ス
と
を
比
較

し
た
時
と
同
一
の
視
点
に
立
っ
て
い
る
が
、
阿
部
の
芸
術
に
求
め
る
も
の
が
何
で

あ
る
か
を
よ
く
示
し
て
い
よ
う
。
勿
論
阿
部
は
色
彩
を
軽
視
し
て
い
な
い
。
し
か

し
そ
れ
は
愛
や
畏
敬
や
謙
譲
の
念
に
裏
打
ち
さ
れ
た
内
面
的
な
光
を
放
つ
も
の
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
人
格
主
義
の
美
術
に
お
け
る
具
現
化
と

言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
オ
ラ
ン
ダ
派
で
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
み
が
突
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ

け
に
オ
ラ
ン
ダ
派
一
般
に
対
す
る
阿
部
の
評
価
は
そ
れ
程
高
い
も
の
で
は
な
い
。

そ
こ
に
「
善
良
な
ロ
ロ
ヨ
o
「
」
や
「
温
順
な
趣
味
」
「
光
や
色
に
対
す
る
真
率
な
、

誇
張
の
な
い
ω
窪
ω
①
」
や
愛
ら
し
さ
は
認
め
ら
れ
る
が
、
「
国
ロ
日
o
「
」
の
深
さ
の

欠
如
、
コ
涙
と
苦
さ
と
の
薬
味
」
の
欠
如
に
お
い
て
、
「
人
類
最
奥
の
関
心
に
触
れ

る
第
一
流
の
芸
術
」
に
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
全
人
類
的
な
普
遍
性

の
欠
如
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
国
土
の
伝
統

を
生
か
し
た
上
で
更
に
そ
れ
を
超
越
し
た
深
い
宗
教
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
意

味
に
於
て
更
に
偉
大
な
の
で
あ
る
。
勿
論
オ
ラ
ン
ダ
派
に
も
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
に

次
い
で
他
に
評
価
す
べ
き
画
家
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
大
き
さ
に
於
て
フ
ラ

ン
ツ
・
ハ
ル
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
的
ユ
ー
モ
ア
の
愛
す
べ
き
代
表
者
と
し
て
ヤ
ン
・
ス

テ
ー
ソ
、
ア
ド
リ
ア
ン
・
フ
ァ
ン
・
オ
ス
タ
ー
デ
、
愛
す
べ
き
動
物
画
家
ポ
ッ
タ

ー
を
阿
部
は
認
め
て
い
る
。
但
し
こ
こ
に
自
然
を
内
面
的
に
描
い
た
偉
大
な
風
景

画
家
ロ
イ
ス
ダ
ー
ル
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
い
さ
さ
か
不
審
で
あ
る
。

　
ま
た
、
フ
ラ
ン
ド
ル
派
に
於
い
て
は
、
フ
ァ
ン
・
ア
イ
ク
、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・

ゴ
ス
、
ロ
ジ
ェ
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
エ
イ
デ
ソ
、
メ
ム
リ
ン
グ
、
ア
ン
ト
ン
・

フ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク
等
に
芸
術
の
正
道
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
ル
ー
ベ
ソ
ス
に
は

既
に
堕
落
の
徴
候
を
認
め
、
彼
の
模
倣
を
し
た
ヨ
ル
ダ
ー
ン
ス
の
人
物
画
に
は
、

師
の
大
き
さ
を
欠
い
た
粗
野
の
み
と
厳
し
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。
や
や
意
外
な

の
は
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
に
対
し
て
、
「
国
5
ヨ
o
「
の
鋭
さ
と
涙
」
と
を
認
め
つ
つ
も
、

結
局
は
「
巨
島
耳
匿
§
と
し
て
の
面
白
味
」
に
と
ど
ま
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
他
に
フ
ラ
ソ
ス
の
初
期
で
は
プ
ー
サ
ン
を
評
価
し
て
い
る
。
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フ
ラ
ソ
ス
十
八
、
九
世
紀
に
対
し
て
も
阿
部
の
好
み
は
か
な
り
は
っ
き
り
し
て

い
る
。
シ
ャ
ル
ダ
ン
の
静
物
画
に
心
を
ひ
か
れ
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
と
ク
ー
ル
ベ
に
共

感
を
示
し
て
い
る
。
前
者
で
は
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
女
」
「
ダ
ン
テ
と
ヴ
ァ
ー
ジ

ル
」
、
後
者
で
は
「
葬
式
」
「
傷
つ
い
た
人
」
「
自
画
像
」
「
泉
」
等
、
ま
た
コ
ロ
ー

で
は
有
名
な
「
森
の
絵
」
（
北
住
氏
の
注
に
よ
れ
ば
「
モ
ル
ト
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
の

思
い
出
」
で
あ
ろ
う
、
と
あ
る
）
よ
り
も
「
女
の
じ
d
賃
暮
」
（
北
住
注
、
「
真
珠
の

女
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
に
心
を
ひ
か
れ
「
こ
の
や
う
な
ω
o
匿
o
茸
な
絵
は
（
心

の
底
か
ら
ω
o
臣
o
匿
な
絵
は
）
他
の
何
人
も
企
て
及
ば
な
い
で
あ
ら
う
」
と
讃

美
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
に
く
ら
べ
れ
ば
、
ア
ン
グ
ル
と
ミ
レ
ー
は
一
歩
凡

庸
で
あ
り
、
前
者
の
上
品
な
好
み
、
後
者
の
リ
リ
シ
ズ
ム
は
評
価
出
来
る
が
、
ジ

ェ
リ
コ
ー
や
ド
ー
ミ
エ
の
方
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

ア
ン
グ
ル
は
と
も
か
く
、
ミ
レ
ー
に
対
す
る
「
白
樺
」
派
な
ど
の
傾
倒
を
思
え
ば
、

阿
部
の
こ
の
評
価
は
か
な
り
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
リ
カ
ル
ド
の

絵
に
は
お
と
な
し
い
美
し
さ
や
ま
じ
め
さ
を
認
め
、
シ
ャ
セ
リ
オ
や
フ
ラ
ン
ド
ラ

ン
の
絵
も
そ
れ
な
り
に
い
い
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　
彫
刻
に
於
て
は
、
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
対
し
て
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
だ
け
の
味
し

か
せ
ず
、
ど
こ
か
O
①
蜂
が
足
り
な
い
と
批
評
し
て
い
る
が
、
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ

の
「
奴
隷
」
に
対
し
て
は
同
情
と
尊
敬
を
捧
げ
、
次
の
よ
う
に
や
や
細
か
く
観
察

の
結
果
を
表
現
し
て
い
る
。

　
「
若
い
方
の
繋
縛
の
中
に
あ
つ
て
悲
し
ん
で
ゐ
る
や
う
な
脅
＄
目
団
ヨ
o
冨
ロ
o
ゴ
o
－

　
ξ
、
老
ひ
た
る
奴
隷
の
繋
縛
を
た
ち
き
り
さ
う
に
し
て
む
く
む
く
と
動
い
て
ゐ

　
る
偉
大
な
肉
の
苦
悶
　
　
≧
匡
①
叶
凶
ω
o
ゲ
o
な
体
の
団
ヨ
b
冨
ω
δ
に
対
す
る
反
感

　
は
獺
さ
に
似
た
ω
o
げ
≦
巽
ヨ
暮
の
真
実
に
よ
つ
て
償
は
れ
る
。
」

　
阿
部
が
イ
タ
リ
ア
に
於
て
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
を
ど
の
よ
う
に
見
、
評
価
し
た
か

知
る
術
も
な
い
が
、
恐
ら
く
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
も
内
面
性
を
重
視
す
る
阿
部
の
好

み
に
合
う
芸
術
家
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
七
月
二
十
七
日
も
ル
ー
ブ
ル
行
き
で
あ
る
が
、
こ
の
日
の
日
記
に
は
注
目
す
べ

き
記
事
が
あ
る
。
キ
ャ
モ
ン
ド
・
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
日
本
の
浮
世
絵
を
見
て
か

ら
、
コ
ロ
ー
、
マ
ネ
ー
、
ド
ガ
な
ど
を
見
る
と
、
「
矢
張
後
者
の
方
が
芸
術
の
正

道
を
踏
ん
だ
も
の
だ
と
い
ふ
気
が
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
と
も
と

阿
部
は
浮
世
絵
に
親
灸
し
て
、
こ
の
度
の
外
遊
に
も
歌
麿
の
美
人
画
の
複
製
版
画

を
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
家
の
人
々
に
数
枚
選
ば
せ
て
与
え
た
り
も

し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
中
に
蚊
帳
の
内
外
を
見
せ
て
い
る
「
婦
人
泊
り
客
、
三

枚
続
」
が
入
っ
て
い
た
こ
と
を
喜
ん
だ
り
、
「
歌
選
恋
之
部
、
物
思
恋
」
が
主
人

の
気
に
入
っ
た
こ
と
を
喜
ん
だ
り
も
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
も
、

阿
部
が
浮
世
絵
に
対
し
て
か
な
り
の
親
近
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で

あ
る
が
、
今
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
て
の
阿
部
の
評
価
に
は
か
な
り
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。

　
「
深
く
喰
入
つ
て
行
く
前
に
踏
み
外
し
て
転
げ
込
ん
だ
と
い
ふ
や
う
な
田
舎
者

　
ら
し
い
閏
ロ
ヨ
o
『
、
好
色
の
国
ヨ
9
器
δ
等
は
人
生
の
片
隅
に
お
し
こ
め
ら
れ

　
た
者
の
欝
憤
晴
ら
し
、
軽
口
、
迎
合
、
色
好
み
等
の
下
品
さ
に
似
た
も
の
を
持

　
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
浮
世
絵
と
い
ふ
も
の
の
育
つ
た
国
冒
8
「
σ
q
≡
巳
を
考
へ

　
れ
ば
無
理
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
本
当
の
芸
術
が
出
来
つ
こ
な
い

　
と
思
ふ
。
芸
術
を
人
生
の
最
高
最
深
の
H
三
Φ
お
ω
ω
①
と
結
合
し
得
る
位
置
に
置

　
け
。
さ
う
し
て
其
処
で
日
本
人
の
じ
U
o
ロ
ω
⑦
p
ω
①
を
育
て
よ
。
さ
う
す
る
の
が

　
将
来
の
日
本
芸
術
を
育
て
る
道
で
あ
る
。
僕
は
こ
の
O
o
ロ
①
o
件
δ
ロ
を
見
て
自

　
分
の
国
が
恥
か
し
か
つ
た
。
」

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
北
住
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
同
じ
よ
う
な
批

判
は
近
世
の
日
本
音
楽
と
バ
ッ
ハ
の
「
聖
誕
節
オ
ラ
ト
リ
ウ
ム
」
を
聴
い
た
時
の

感
想
に
も
表
わ
れ
て
居
り
、
そ
れ
は
や
が
て
帰
国
後
に
刊
行
さ
れ
る
『
徳
川
時
代

の
芸
術
と
社
会
』
（
昭
6
・
6
改
造
社
）
と
い
う
大
著
の
執
筆
動
機
と
な
っ
て
行

く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
阿
部
の
そ
の
後
の
生
涯
を
貫
ぬ
く
日
本
文
化
研
究

の
出
発
点
に
な
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
時
の
体
験
は
極
め
て
重
要
な
意
義
を

有
す
る
と
思
わ
れ
る
。
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七
月
二
十
九
日
に
は
プ
チ
・
パ
レ
美
術
館
に
行
く
が
、
こ
こ
で
も
ハ
ー
グ
の
メ

ス
ダ
フ
美
術
館
で
心
を
惹
か
れ
た
ク
ー
ル
ベ
を
賞
讃
し
て
い
る
。
「
プ
ル
ー
ド
ン

父
子
」
「
午
睡
」
「
セ
ー
ヌ
河
畔
の
女
」
「
火
事
」
「
犬
を
連
れ
た
自
画
像
」
「
牛
」

な
ど
を
あ
げ
、
「
此
人
の
重
厚
な
真
摯
と
O
o
「
9
の
自
然
な
純
真
と
は
仏
蘭
人
を

軽
快
な
都
雅
な
気
の
き
い
た
も
の
と
の
み
評
価
す
る
こ
と
を
許
さ
ぬ
も
の
を
持
つ

て
ゐ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
ク
ー
ル
ベ
も
か
な
り
阿
部
の
好
み
に
合
う
画
家
で

あ
っ
た
。
因
み
に
北
住
氏
も
前
記
著
書
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
留

学
滞
欧
生
活
を
し
て
い
た
斎
藤
茂
吉
も
ク
ー
ル
ベ
に
強
く
心
を
惹
か
れ
て
い
た
。

既
に
留
学
以
前
か
ら
ク
ー
ル
ベ
の
「
嵐
の
後
の
エ
ト
ル
タ
の
断
崖
」
や
「
海
波
図
」

（
嵐
の
海
）
に
注
目
し
、
後
者
を
「
絵
画
上
の
写
生
」
の
典
型
と
し
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
者
の
「
波
」
（
嵐
の
海
）
に
は
ル
ー
ブ
ル
で
逢
着
、
多
大
の
感

動
を
味
わ
い
、
後
に
は
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
の
表
紙
に
取
り
上
げ
た
こ
の
絵
の
解
説
の

中
で
、
「
こ
の
波
と
雲
と
の
細
心
謙
虚
な
る
写
実
的
実
行
に
よ
つ
て
万
有
の
実
相

に
到
り
着
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
と
自
ら
の
抱
懐
す
る
写
生
説
と
の
関
連
に
説
き

及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ク
ー
ル
ベ
の
「
プ
ロ
マ
エ
の
肖
像
」
の
よ
う
な
人

物
画
に
つ
い
て
も
、
「
鋭
く
、
冷
厳
と
も
謂
ふ
べ
き
画
面
に
は
、
ミ
レ
エ
の
画
に

見
る
や
う
な
甘
味
な
夢
境
の
漂
動
が
な
い
。
」
（
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
（
昭
1
6
・
9
）
と
後

に
讃
美
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
ク
ー
ル
ベ
を
ミ
レ
ー
よ
り
上
位
に
置
く
評
価

に
も
阿
部
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
或
い
は
茂
吉
は
か
ね
て
か
ら
阿
部
よ
り
西

洋
美
術
に
つ
い
て
示
唆
を
受
け
て
い
た
の
で
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
他
に
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ラ
ソ
ス
に
は
「
鈍
重
な
力
」
を
認
め
て
い
る
が
、

リ
カ
ル
ド
に
対
し
て
は
平
凡
の
一
語
で
切
り
捨
て
、
更
に
ロ
ダ
ン
に
つ
い
て
も

「
去
年
竃
霧
α
①
図
o
q
ぎ
を
見
た
と
き
ほ
ど
積
極
的
な
反
感
を
起
さ
せ
な
い
が
内
面

的
に
見
て
平
凡
で
柄
が
小
さ
い
と
い
ふ
感
じ
は
動
か
な
い
。
」
と
否
定
的
で
あ
る
。

さ
き
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
国
立
美
術
館
の
時
と
同
じ
く
や
や
意
外
な
感
想
で
あ
る

が
、
ロ
ダ
ン
の
匠
気
が
よ
ほ
ど
阿
部
と
合
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
七
月
も
終
り
の
三
十
一
日
に
も
ル
ー
ブ
ル
に
行
き
、
ド
ラ
ク
ロ
ア
と
コ
ロ
ー
に

心
を
惹
か
れ
た
が
、
子
供
の
死
と
い
う
悪
夢
を
見
、
日
本
か
ら
便
り
が
来
な
い
と

い
う
不
安
を
抱
い
た
阿
部
に
と
っ
て
、
も
は
や
心
身
の
疲
労
に
よ
り
感
動
は
か
な

り
薄
く
な
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。

　
八
月
二
日
に
は
ギ
メ
美
術
館
に
行
き
、
日
本
の
も
の
を
い
ろ
い
ろ
見
る
が
、

「
砥
な
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
支
那
の
も
の
に
較
べ
て
恥
か
し
い
や
う
な
気
が
す

る
。
」
と
切
り
捨
て
、
そ
の
あ
と
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
さ
き
の
浮

世
絵
論
と
相
侯
っ
て
、
阿
部
の
日
本
文
化
論
に
関
わ
り
が
あ
る
の
で
、
や
や
長
く

な
る
が
、
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　
「
こ
れ
は
日
本
で
は
い
い
も
の
を
外
国
に
出
す
こ
と
が
少
な
い
か
ら
、
換
言
す

　
れ
ば
自
国
の
内
琶
ω
房
o
匿
旨
①
を
自
国
に
保
有
す
る
こ
と
が
比
較
的
完
全
に
行

　
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
も
あ
る
が
、
兎
に
角
欧
羅
色
で
此
等
の
も
の
を
見
る
有
識

　
者
が
日
本
よ
り
支
那
の
も
の
を
ω
o
冨
薗
o
昌
す
る
や
う
に
な
る
の
は
当
然
で
あ

　
る
と
思
ふ
。
固
よ
り
最
良
の
も
の
と
最
良
の
も
の
と
を
比
較
し
て
も
支
那
の
絵

　
や
陶
器
が
日
本
の
も
の
よ
り
も
勝
れ
て
ゐ
る
の
は
丁
度
希
臆
の
も
の
が
伊
太
利

　
や
独
逸
や
仏
蘭
西
の
も
の
よ
り
も
優
れ
て
ゐ
る
と
同
様
で
あ
る
で
あ
ら
う
。
併

　
し
此
辺
に
あ
る
も
の
で
は
日
本
の
最
良
の
も
の
の
不
完
全
な
観
念
を
す
ら
得
る

　
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
れ
は
吾
々
に
と
つ
て
不
利
益
な
こ
と
で
あ
る
。
併
し
此

　
処
で
吾
々
は
い
い
も
の
を
外
国
で
見
ら
れ
る
や
う
に
し
た
い
と
い
ふ
希
望
と
そ

　
れ
を
自
国
に
保
有
し
て
置
き
た
い
と
い
ふ
希
望
の
∪
幕
ヨ
日
o
に
陥
る
。
吾
々

　
は
結
局
後
者
を
と
る
よ
り
仕
方
が
な
い
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て
い
x
も
の
の
い

　
玉
図
o
冒
o
臼
o
叶
δ
旨
と
正
し
い
観
念
を
与
へ
る
や
う
な
い
Σ
本
と
を
西
洋
人
に

　
与
へ
る
こ
と
に
よ
つ
て
前
者
の
欠
を
補
つ
て
行
く
べ
き
で
あ
ら
う
。
日
本
の
芸

　
術
は
支
那
の
ほ
ど
O
ユ
笹
口
巴
で
は
な
い
が
こ
れ
を
》
口
虫
α
q
口
窪
す
る
い
Φ
ぴ
o
昌
－

　
°
。
屏
巨
ω
け
に
於
い
て
は
世
界
に
教
ふ
べ
き
多
く
の
優
れ
た
も
の
を
持
つ
て
ゐ

　
る
。
」

　
こ
れ
ま
た
帰
国
後
の
『
徳
川
時
代
の
芸
術
と
社
会
』
を
は
じ
め
と
す
る
阿
部
の



293

阿部次郎のヨーロッパ美術紀行

日
本
文
化
研
究
の
一
つ
の
動
機
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
後
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
美
術
館
、
パ
ン
テ
オ
ン
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
ド
・
パ

リ
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
な
ど
を
見
て
パ
リ
滞
在
は
終
る
。
パ
ン
テ
オ
ン
で
は
ピ
ュ
ヴ

ィ
の
壁
画
に
対
し
て
、
稀
薄
で
あ
る
が
ル
ネ
サ
ン
ス
の
踏
襲
で
は
な
く
お
の
ず
か

ら
新
様
式
を
成
し
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
ク
ー
ポ
ラ
は
繊
弱
で

サ
ソ
・
ピ
エ
ト
ロ
の
よ
う
な
偉
大
な
力
を
欠
く
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
ノ
ー
ト
ル

・
ダ
ム
に
対
し
て
は
、
北
面
の
ガ
ラ
ス
は
気
に
入
っ
た
が
、
内
部
の
感
じ
は
偉
大

で
は
な
く
、
む
し
ろ
せ
せ
こ
ま
し
い
と
し
て
い
る
。
内
陣
と
側
廊
の
天
井
の
低
さ

に
よ
る
か
ら
だ
と
い
う
指
摘
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。
ま
た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
で
は
、

小
ト
リ
ア
ノ
ン
の
庭
、
宮
殿
の
庭
を
讃
美
し
、
日
本
式
の
造
庭
術
と
正
反
対
の
行

き
方
を
も
そ
れ
な
り
の
長
所
を
認
め
て
い
る
が
、
建
築
物
へ
の
言
及
は
な
い
。

六
ー
イ
ギ
リ
ス

　
八
月
十
三
日
、
遂
に
パ
リ
を
発
っ
て
ロ
ン
ド
ン
に
入
る
。
美
術
見
学
は
別
と
し

て
、
総
じ
て
パ
リ
生
活
は
阿
部
に
と
っ
て
、
言
語
上
の
障
害
も
あ
っ
て
か
ド
イ
ツ

の
よ
う
に
深
く
心
に
触
れ
る
生
活
も
な
く
、
何
と
な
く
日
が
た
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
り
、
戦
勝
国
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
の
非
人
道
的
な
こ
と
や
愚
劣
さ
も
、

フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
心
証
を
悪
く
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
ロ
ン
ド
ン
は
街
も

薄
汚
な
く
、
更
に
風
土
的
に
も
阿
部
の
性
に
合
わ
ず
、
な
じ
め
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
こ
で
も
旧
知
の
友
人
と
数
多
く
会
っ
た
こ
と
は
救
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。

即
ち
宗
教
学
者
石
原
謙
、
英
文
学
者
土
居
光
知
、
斎
藤
勇
、
豊
田
実
、
村
岡
典

嗣
、
上
野
精
一
、
柳
田
国
男
、
坂
崎
坦
、
哲
学
者
田
辺
元
、
画
家
白
滝
幾
之
助
、

石
井
柏
亭
等
で
あ
る
。

　
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
目
的
は
勿
論
大
英
博
物
館
と
国
立
美
術
館
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
見
学
で
あ
っ
た
。
到
着
の
翌
々
日
か
ら
早
速
こ
の
両
館
の
美
術

遍
歴
が
始
ま
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

殆
ど
連
日
の
如
く
出
か
け
、
カ
タ
ロ
グ
片
手
に
熱
心
に
見
て
歩
い
て
い
る
。
分
け

て
も
イ
タ
リ
ア
の
絵
画
に
感
心
し
、
ス
ピ
ネ
ロ
・
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
、
ド
メ
ニ
コ
・

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ノ
、
ピ
エ
ロ
、
ク
リ
ヴ
ェ
リ
、
オ
ル
カ
ー
ニ
ャ
、
ミ
ラ
ノ
の
ボ
ル
ゴ

ニ
ョ
ー
ン
な
ど
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
意
し
て
い
な
か
っ
た
画
家
の
も
の
に
注
目

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
味
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
の
他
特
に
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ベ
リ
ー

二
に
感
心
し
、
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
図
に
つ
い
て
は
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
の
も
の
と
比
較
し

て
、
空
間
の
広
さ
と
弧
線
の
意
味
を
生
か
し
て
宗
教
的
な
表
現
を
施
し
て
い
る
点

に
お
い
て
一
歩
す
ぐ
れ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ン
で
は
ア
リ
ア

ド
ー
ネ
と
遠
景
の
広
い
マ
ド
ン
ナ
と
の
美
し
さ
に
感
心
し
て
い
る
。

　
ま
た
ス
ペ
イ
ン
の
部
で
は
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
や
ゴ
ヤ
よ
り
も
グ
レ
コ
の
深
さ
を
評

価
、
オ
ラ
ン
ダ
の
部
で
は
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ア
イ
ク
を
「
精
刻
な
写
生
に
於
い
て

近
処
の
も
の
を
飛
び
ぬ
け
て
ゐ
る
と
思
っ
た
。
」
と
そ
の
傑
出
し
た
写
実
性
に
お

い
て
認
め
て
い
る
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
よ
う
な
宗
教
性
を
認
め
る
ま
で
に
は
ひ
き

つ
け
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
妥
当
な
見
解
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
絵
に
つ
い
て
は
狩
野
派
の
末
流
の
よ
う
な
気
が
す
る
と
し
て
、

「
↓
o
β
o
げ
を
誇
張
し
よ
う
と
し
て
そ
の
8
ロ
o
げ
の
意
味
を
忘
れ
勝
で
あ
る
。
対
象

の
中
簿
口
⇒
①
ω
ω
を
再
現
し
よ
う
と
し
て
コ
器
膏
騨
団
を
追
ふ
こ
と
を
失
念
す
る
。
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
内
面
性
を
重
視
す
る
阿
部
に
と
っ
て
高
く
評
価
出
来
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
ゲ
イ
ン
ズ
ボ
ロ
、
サ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
等
も
狩
野
派

や
四
条
派
風
の
絵
と
し
て
見
れ
ば
、
中
々
達
老
で
綺
麗
で
あ
っ
て
も
肉
付
け
に
乏

し
く
、
ロ
セ
ッ
テ
ィ
の
も
の
も
素
人
じ
み
て
ぎ
こ
ち
な
い
と
評
し
、
コ
ン
ス
タ
ブ

ル
も
チ
カ
チ
カ
し
す
ぎ
て
ル
ソ
ー
な
ど
に
較
べ
て
も
大
さ
が
足
り
な
い
、
タ
ー
ナ

ー
に
至
っ
て
は
ど
う
も
ご
ま
か
し
と
し
か
受
け
取
れ
な
い
と
甚
だ
辛
辣
で
あ
る
。

本
物
と
し
て
認
め
て
い
る
の
は
ブ
レ
イ
ク
だ
け
で
あ
っ
て
、
モ
ロ
ー
に
似
て
い
る

が
、
も
っ
と
張
り
つ
め
た
神
秘
的
セ
ン
ス
が
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

　
タ
ー
ナ
ー
は
周
知
の
よ
う
に
阿
部
の
師
夏
目
漱
石
が
強
い
関
心
を
抱
い
た
画
家

で
あ
っ
た
が
、
阿
部
は
師
に
な
ず
ま
ず
、
自
分
な
り
の
尺
度
で
裁
断
し
て
い
る
の
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で
あ
る
。
そ
う
言
え
ば
、
漱
石
が
し
ば
し
ば
足
を
運
ん
だ
と
思
わ
れ
る
タ
ー
ナ
ー

の
宝
庫
で
あ
る
テ
イ
ト
美
術
館
を
も
訪
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
館
は
ま
た

ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
作
品
を
多
く
収
め
て
あ
り
、
タ
ー
ナ
ー
と
共
に
漱
石
の
文
学

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
阿
部
に
は
殆
ど
関
心
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。　

そ
の
他
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
部
は
貧
弱
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の

「
父
の
肖
像
」
と
ド
ラ
ク
ロ
ア
の
「
某
男
爵
の
肖
像
」
が
目
立
つ
程
度
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
館
の
至
宝
と
も
い
う
べ
き
レ
オ
ナ
ル
ド
の
「
巖
窟
の
聖
母
」
に
対
し

て
は
ル
ー
ブ
ル
な
ど
の
も
の
と
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
巖
屋
の
竃
巴
o
嘗
餌
は
青
い
岩
が
少
し
フ
カ
フ
カ
し
て
ゐ
る
し
草
の
葉
の

　
8
二
島
が
少
し
機
械
的
だ
し
青
い
光
の
ζ
嘱
ω
8
蔓
が
身
に
沁
み
こ
ん
で
来
な

　
い
や
う
に
見
え
て
矢
張
損
じ
て
ゐ
て
も
い
o
ロ
＜
「
①
の
方
が
本
物
ら
し
く
思
へ
る

　
が
併
し
約
翰
の
髪
の
毛
な
ど
を
い
巳
巳
の
ζ
p
。
α
8
轟
と
比
較
し
て
見
る
と
、

　
こ
れ
ほ
ど
の
O
o
窺
若
く
は
く
鋤
「
算
δ
昌
が
誰
に
出
来
る
か
疑
問
に
な
る
。
」

　
し
か
し
こ
の
阿
部
の
見
方
は
、
こ
の
絵
を
見
て
「
此
の
大
き
い
悦
び
を
如
何
に

し
て
伝
へ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
有
ら
ゆ
る
予
想
を
裏
切
つ
て
美
し
い
、

そ
し
て
偉
い
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
絵
の
前
に
坐
つ
て
、
私
は
泣
き
さ

う
に
な
つ
て
居
る
。
私
は
此
の
世
に
こ
ん
な
幸
福
に
逢
は
う
と
は
思
は
な
か
つ

た
。
」
（
「
レ
オ
ナ
ル
ド
に
逢
ふ
日
」
『
太
陽
を
慕
ふ
者
』
大
1
4
・
6
．
改
造
社
）
と

筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
思
い
を
述
べ
て
随
喜
の
涙
を
こ
ぼ
し
た
矢
代
幸
雄
に
く
ら
べ

れ
ば
、
あ
ま
り
に
も
冷
静
す
ぎ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
八
月
二
十
四
日
以
後
数
日
は
、
大
英
博
物
館
で
主
と
し
て
ギ
リ
シ
ャ
の
彫
刻
や

壺
な
ど
を
見
る
こ
と
に
過
し
て
い
る
が
、
も
は
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

お
け
る
ほ
ど
の
熱
心
さ
は
欠
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
や
は
り
パ
ル
テ

ノ
ン
の
内
面
的
大
き
さ
や
四
世
紀
の
セ
レ
ス
、
鼻
欠
け
の
ヘ
ル
メ
ス
像
の
美
が
印

象
に
残
っ
た
。
し
か
し
エ
ジ
プ
ト
の
部
屋
は
数
多
い
が
芸
術
的
に
見
て
い
い
の
は

三
四
を
数
え
る
の
み
と
し
て
、
ア
ッ
シ
リ
ア
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
も
の
は
一
見
す
る

に
留
ま
っ
た
。
ま
た
二
十
八
日
に
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
美
術
館
を
訪

れ
た
が
、
こ
こ
は
予
想
に
反
し
て
イ
タ
リ
ア
の
彫
刻
や
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
エ
ッ
チ

ン
グ
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
下
絵
な
ど
見
る
べ
き
も
の
も
多
く
、
か
な
り
充
実
し
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。
因
み
に
師
漱
石
も
明
治
三
十
三
年
に
こ
の
館
を
訪
れ
て
、
特
に

ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
風
景
を
描
い
た
コ
ソ
ス
タ
ブ
ル
の
水
彩
画
な
ど
に
共
感
を
覚

え
、
日
記
に
も
「
画
題
筆
法
油
画
ヨ
リ
モ
我
嗜
好
二
投
ズ
ル
者
頗
ル
多
シ
　
日
本

画
二
近
キ
故
力
」
と
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
タ
ー
ナ
ー
と
共

に
漱
石
の
好
ん
だ
画
家
で
あ
り
、
『
文
学
論
』
の
中
で
も
、
「
山
水
画
に
一
機
軸
を

出
し
た
り
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
か
な
り
阿
部
の
好
み
と
は
異
な
る
所
が
あ

る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
三
十
日
に
は
ヴ
ァ
ラ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
を
見
る
が
、
玉
石
混
輪
で
あ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
見
る
べ
き
も
の

も
あ
り
、
特
に
後
者
で
は
は
き
だ
め
の
鶴
と
も
い
う
べ
き
レ
オ
ナ
ル
ド
の
ア
ン
ナ

の
下
絵
と
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
レ
リ
ー
フ
、
コ
レ
ッ
ジ
オ
の
絵
な
ど
が
あ
り
、
印

象
に
残
っ
た
。

　
三
十
一
日
に
は
土
居
光
知
ら
と
ロ
ン
ド
ン
塔
を
見
物
す
る
が
、
漱
石
の
「
倫
敦

塔
」
を
読
ん
だ
時
ほ
ど
に
感
じ
な
か
っ
た
。
阿
部
は
そ
の
理
由
を
二
つ
は
自
分

に
歴
史
的
連
想
の
準
備
が
足
り
な
い
た
め
、
一
つ
は
自
分
の
心
が
残
酷
な
も
の
に

馴
れ
て
麻
痺
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
L
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
夜
柳
田
国
男

が
来
訪
し
、
十
二
時
近
く
床
に
入
る
。
か
く
し
て
ロ
ン
ド
ン
最
後
の
夜
は
終
り
、

翌
日
ド
ー
ヴ
ァ
ー
海
峡
を
渡
り
、
再
び
パ
リ
に
到
着
し
た
。

七

　
パ
リ
到
着
の
翌
日
九
月
二
日
、
阿
部
の
み
な
ら
ず
在
留
日
本
人
に
と
っ
て
寝
耳

に
水
の
大
事
件
が
耳
朶
を
打
つ
こ
と
に
な
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
前
日
の
九
月
一

日
に
起
っ
た
関
東
大
震
災
の
報
知
で
あ
る
。
当
初
は
東
京
の
死
傷
が
三
百
万
と

か
、
宮
城
が
焼
失
し
た
り
丸
ビ
ル
が
倒
潰
し
た
り
な
ど
の
デ
マ
報
道
が
飛
び
か
い



295

阿部次郎のヨーロッパ美術紀行

憂
慮
に
耐
え
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
真
実
に
近
く
な
り
、
死
者
の
数
も
減
少
、
山

の
手
郊
外
の
被
害
も
軽
微
と
い
う
こ
と
で
や
や
心
を
慰
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

あ
る
。
結
局
パ
リ
滞
在
は
十
日
間
に
過
ぎ
ず
、
当
初
予
定
し
て
い
た
美
術
館
め
ぐ

り
も
こ
の
大
事
件
の
た
め
一
つ
も
果
せ
ず
、
行
な
っ
た
こ
と
は
大
使
館
に
電
報
を

見
に
行
っ
た
り
、
新
聞
を
買
い
集
め
て
地
震
の
報
道
を
読
ん
だ
り
、
友
人
と
会
っ

て
地
震
の
話
を
し
た
り
、
一
人
で
い
ろ
い
ろ
の
想
像
を
逞
し
く
し
た
り
す
る
こ
と

だ
け
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
こ
の
時
の
在
留
日
本
人
の
誰
も
が
し
た
こ
と
で
あ
っ
た

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
外
遊
最
後
の
十
日
間
も
終
り
を
告
げ

て
、
九
月
十
一
日
、
マ
ル
セ
イ
ユ
よ
り
加
茂
丸
に
乗
船
、
故
国
に
向
っ
た
の
で
あ

る
。　

以
上
の
よ
う
な
阿
部
次
郎
の
美
術
鑑
賞
、
批
評
の
特
徴
は
、
小
宮
豊
隆
の
場
合

と
同
じ
よ
う
に
、
や
は
り
先
入
観
や
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
に
虚
心
に
自
分
の

目
で
見
、
判
断
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
倫
理
学
徒
の
阿
部
の
場
合
、
レ
ン
ブ
ラ

ン
ト
に
対
す
る
あ
れ
程
の
深
い
思
い
入
れ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
特
に
内
面
性
、

即
ち
生
命
の
内
面
的
充
実
感
を
重
視
し
て
そ
れ
を
評
価
の
基
準
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
、
そ
の
主
た
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
は
も
は
や
往

年
の
『
三
太
郎
の
日
記
』
の
一
面
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
的
な

教
養
主
義
は
見
ら
れ
ず
、
外
遊
以
前
に
主
張
し
た
人
格
主
義
の
実
践
面
の
一
半
が

顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
「
芸
術
を
人
生
の
最
高

最
深
の
ぼ
け
臼
①
曾
と
結
合
し
得
る
位
置
に
置
い
て
日
本
文
化
を
考
察
し
、
育
成

し
て
行
く
べ
き
で
あ
る
。
」
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
い
た
、
以
後
の
阿
部
の
最
重
要

課
題
の
一
つ
で
あ
る
日
本
文
化
研
究
に
導
い
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
阿

部
自
身
こ
の
外
遊
を
後
年
に
至
る
ま
で
い
か
に
重
視
し
て
い
た
か
は
、
戦
後
い
ち

早
く
、
昭
和
二
十
三
年
に
羽
田
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
六
巻
の
選
集
を
編
む
に
当

っ
て
、
外
遊
を
中
心
に
編
成
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
を
『
朝
空
』
『
旅
立
前
』
『
船

出
』
『
家
つ
と
』
『
帰
つ
て
か
ら
』
『
学
生
と
語
る
』
と
命
名
し
て
い
る
所
か
ら
も

知
り
得
る
の
で
あ
る
。

（
さ
か
が
み
　
ひ
ろ
い
ち
）


